
 

☆身近な地球温暖化対策として壁面緑化を推進 

⇒ゴーヤ等の食用のつる性植物による壁面緑化の 

取組みを全区の公民館へ拡大 

☆音楽演劇練習場の利用料金の半額減免を拡充 

⇒高校を卒業するまで半額減免が可能に 

☆体験型市民農園等の整備の推進 

⇒農家の高齢化など、遊休農地の有効活用策 

☆災害対策の充実強化を推進 

 独居高齢者等の火災警報器設置費用の助成 

 災害時要援護者支援ハンドブック」の配布 

 災害時要援護者対策推進プロジェクトチームを

立上げ、Ｈ２２年度末までに「災害時要援護者

避難支援プラン全体計画」を策定 

 避難場所標識の設置（Ｈ２１年度に標識が 

未設置であった１１０箇所全てに設置完了） 

 一時避難所となる公民館への太陽光発電装置 

付き照明灯の順次設置 

 公民館等誘導案内板歩道照明灯の設置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会提案で実現可能性が高いもの 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇実績アラカルト◇ 

議会提案で実現した主な実績 

 

 
 

☆地下鉄コンコース内に福祉施設の製品を販

売し障がい者の就労訓練を行う店舗の開設 

⇒地下鉄西新駅に開設：ショップ名『ｍｏｍｏ』 

☆「福岡市就活支援プラザ」の開設 

⇒福岡商工会議所と共同により、新卒者等の 

若年者の求職、地場中小企業の求人活動を支援 

☆「中高年就業相談窓口」を全区役所に開設 

⇒中高年求職者を対象として各区役所に職業紹介

を行う窓口を設置 

☆「福岡市中高年人材活用事業」の創設 

⇒就職が困難な中高年求職者が再就職までの 

一定期間（最長６カ月）市役所等の臨時職員 

として勤務し収入を得ながら就職活動ができる 

雇用・生活保障を実施 

☆各種申請の際の添付書類の簡略化 

⇒住民情報や課税情報等の証明が必要な諸手続き

を調査、順次、添付書類の簡略化を実現 

☆放課後等の遊び場づくり事業の拡充 

⇒放課後に学校施設を活用し、安全に安心して 

遊びや活動ができる場や機会を創出 

Ｈ２２年度⇒２３校に拡大 

 

 

●公共交通空白地、不便地、丘陵地へのコミュ

ニティバス等の導入 

⇒条例制定により、導入が加速化 

●全天候型多目的グランドの設置 

⇒グランドゴルフ等の各種スポーツが雨天にでも

開催できるグランドの整備 

●防災機能を持った公園の設置 

⇒九州大学移転跡地（箱崎キャンパス）利用で地域

からも要望あり 

●高齢者運転免許自主返納者への写真付き住

基カードの無料交付 

⇒身分証明書の代替となるもの、高齢者の交通事故

の防止 

●住民票等のコンビニ交付 

⇒２４Ｈ、３６５日、身近なコンビニで住民票、 

印鑑証明書などが受取り可能に 

●高齢者乗車券のタクシー利用助成 

⇒高齢者の生活実態を踏まえた制度に改定 

●「医療情報キット」事業 

⇒冷蔵庫に緊急連絡先やかかりつけ医や投薬内容等

の医療情報をカプセル保管し、災害時・緊急時に

役立てる 

●「安心確保の生活支援事業」の全市展開 

⇒「夜間対応型訪問介護」の開始に伴い「緊急通報

システム事業」と「電話相談事業」を統合し、 

２４時間体制で通報対応を実施 

 


